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■国名 ルワンダ共
岝
和国

■面積 ２万6338平方㌔㍍（四国の約1.4倍）

■人口 約1220万8000人（2017年世銀）

■民族 フツ族 ％、ツチ族 ％、トゥワ族１％

■言語 ルワンダ語、英語、フランス語

■宗
岒
教
岝

キリスト教
岝

％、イスラム教
岝
4.6％

■時差 ７時間（日
屽
本が進んでいる）

赤道に近いルワンダは、アフリカ内陸部にある小

さな国です。1994年には国内の混乱から大虐
岇

殺（ジ

ェノサイド）の悲劇を経験しましたが、人々はその

悲しみを乗り越えてアフリカの奇跡といわれるほど

の復
屽

興を遂げ、未来に向けて歩み続けています。

今
こん

週
しゅう

のリポーターＪＩＣＡルワンダ事務所
岝

企画調
岝
査員

牧本次郎さん

日
屽
本で民間企業

岝
に

務めた経験を生かしてＪＩＣＡボラ

ンティアとしてアフリカのウガンダ

で活動し黋イギリスとアメリカに留
岒

学黕その後黋日本企業
岝
との連携事業

岝

を黋ＪＩＣＡの東京
岝
本部黋バングラ

デシュ黋タンザニア黋今年１月からは

ルワンダのＪＩＣＡ事務所
岝
で黋企画

調
岝
査員として担当黕趣

岒
味はバックパ

ック旅
岝
行を通じて異文化に触れるこ

と黕これまで か国以上
岝
を訪問黕

ルワンダの500ルワンダ㌵紙幣黕麎す

べての子どもにノートパソコンを」と

いう活動から、子どもたちがパソコン

を使って学ぶ絵柄になっています

さくら社
岇
の算数学習

岒
ソフトを使っ

た小
岝
学
屽
校の授

岒
業
岝

オーガニック・ソリューションズ・

ジャパンの農園。マカデミアナッツ

の栽培試験の候補地です

音羽電機の 雷 センサーを視察する

ルチロ県の行
岝
政長
岝
官と現地住

岒
民

調
しら

べてみよう

考
かんが

えてみよう

Ｑ
ＳＤＧｓの目標

岝

達
屽

成のために皆さんはどんなこ

とに、どんな人たちと力を合わせて取り組みま

すか？ 具体的な行動を考えてみましょう黕いつ どこで どんな災害 気がついたこと

2011年３月 東日本地域 地震、津波 地域によって被害状
岝
況
岝
が大き

く異なっていた。

年４月 ネパール 地震 ネパールだけではなく、周りの

国々も被害を受けた黕

持続可能な開発目標
岝

ＳＤＧｓ

（鬷鰦鰑鰞魪鮋鮷魪魭鮚魿 髤魿鰨魿鮚鮼鯐鮩魿鮷鰞 髲鮼魪鮚鰑）

2015年に国連の場で加盟国が決めた 年までの世界の目標
岝
です黕

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル

は
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
「
協
力
し
合
う
こ
と
｣
そ
の
も

の
が
目
標
で
す
。
個
人
や
国
、｢
役

所
｣｢
会
社
｣｢
市
民
団
体
」
と
い
っ

た
別
々
の
組
織
（
グ
ル
ー
プ
）
な

ど
、
違
う
魅
力
を
持
つ
も
の
同

士
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
ゴ

ー
ル

の
ね
ら
い
で
す
。

一
人
一
人
得
意
な
こ
と
が
違
う

よ
う
に
、
国
も
役
所
も
会
社
も
市

民
団
体
も
、
力
を
発
揮
す
る
部
分

は
違
い
ま
す
黭
そ
の
お
か
げ
で
黬
人

や
組
織
が
一
緒
に
な
っ
て
問
題
に

取
り
組
ん
だ
と
き
、
見
落
と
さ
れ

る
課
題
が
少
な
く
な
り
、
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
互
い
に
情
報
交

換
で
き
、
よ
り
よ
い
や
り
方
を
広

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
行
動
を
起
こ
す
こ

と
で
黬
目
標
の
達
成
に
つ
な
が
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
見
て
き
た
皆
さ
ん
も
、
そ

の
一
人
で
す
。

得
とく

意
い

分
ぶん

野
や

互
たが

いに生
い

かす

復
ふっ

興
こう

の柱
はしら

「ＩＣＴ」

日
にっ

本
ぽん

の企
き

業
ぎょう

とつなぐ

ルワンダの急
岒

速な発
屽

展を支え

ているのは麎ＩＣＴ立
屽

国麏という目

標
岝

です黕インターネットやデジタ

ル技術
岒

といったＩＣＴ(情
岝

報通信

技術
岒

）分野を国の復
屽

興の柱に成

長
岝

を続けるルワンダに、世界が

注
岒

目しています。

農業
岝

分野ではコーヒーや紅茶
岇

などの伝統的な農産物に加え黋花

やナッツ類など黋輸出
岒

に向けた商
岝

品開発に積
屽

極
岝

的です黕

ＪＩＣＡルワンダ事務所
岝

では、

ルワンダや、アフリカの他の地域

で事業
岝

をしたいと考えている日

本企業
岝

の相談を受けています黕ま

た黋ＪＩＣＡと一
屽

緒
岝

に実
屽

施する事

業
岝

の管理なども仕事の一つです黕

農業
岝

分野では、オーガニック

・ソリューションズ・ジャパン

（東京
岝

）という日
屽

本の企業
岝

と一
屽

緒
岝

に、有機農法で安心・安全なマ

カデミアナッツの生産を目指す事

業
岝

をしています。防災分野では、

音羽電機工業
岝

（兵
岝

庫）の雷対策

の製品や技術
岒

を活用した事業
岝

、

教
岝

育分野では、さくら社
岇

（東京
岝

）

の算数ソフトを活用した小
岝

学
屽

校

の授
岒

業
岝

の改善事業
岝

というように、

さまざまな分野で日本企業
岝

がル

ワンダとアフリカの未来をつくる

活動をしています。

一
屽

方、保健医療
岝

、教
岝

育、エネ

ルギー、交通インフラなど、課題

のある分野もあり、日本企業
岝

の

技術
岒

力
岝

や経営方法に、高い期待

が寄せられています。アフリカは

日
屽

本から遠い場所
岝

なので、現地か

らの情
岝

報を日
屽

本に発
屽

信すること

もＪＩＣＡの大事な役目です。

鬷髤髲鰑達
たっ

成
せい

に向
む

けて

国の復
屽

興には長い年月がかかり

ます。その場限りで終わってしま

う開発計画では、一人一人が住み

やすい国になる前に、発
屽

展は止ま

ってしまうでしょう。

国
こく

際
さい

機
き

関
かん

と連
れん

携
けい

も

開発や発
屽

展を長く続けるには、

政府やＪＩＣＡのような公的援助
岝

機関だけではできません。市民団

体や民間企業
岝

といったグループ

や組織の力が必要で、資金、技

術
岒

、人材の育成など、さまざま

な分野で協
岝

力
岝

します。

日本企業
岝

のほか、国際機関と

の連携も活
屽

発になっています。そ

れを後押しするのは、 年まで

の世界の目標
岝

を示した「鬷髤髲鰑

(持続可能な開発目標
岝

)麏です。

現在ＪＩＣＡは、独立・非営利

の国際ネットワーク「持続可能な

開発ソリューション・ネットワー

ク」のアフリカ地域機関「アフリ

カ地域持続可能な開発目標
岝

セン

ター」と協
岝

力
岝

しています。

ＪＩＣＡは開発援助
岝

機関として

アフリカで多くの分野で活動して

います。経験から得た知識や技

術
岒

を他の国際機関との連携によ

って広めていくことで、アフリカ

各
屽

国のＳＤＧｓの達
屽

成に貢献しよ

うとしています。
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